


表紙デザイン

　　芸術系（美術）教育講座　准教授　内藤　　隆

表紙題字

　　初代学長　前田　嘉明

表紙デザイン

　　芸術系（美術）教育コース　准教授　内藤　　隆

　　　　　　　　　　　　　　　（芸術・健康系教育部）

表紙題字

　　初代学長　前田　嘉明



国際教育協力のもたらすもの　　　　　　　　　　　村田　　博（理事）   …………………………………　２

退職にあたって   ……………………………………………………………………………………………………　３

　　　伊東　正貴（人間形成），太田垣正義（英語），榊　博（教員就職支援チーフアドバイザー）

ようこそ鳴門へ〜新任教職員の横顔〜   …………………………………………………………………………　６

　　　野口　哲也（国語），樋上　和弘（数学），松嵜　昭雄（国際教育協力），宮本　賢治（技術・工業・情報）

学園を巣立つ前に   …………………………………………………………………………………………………　８

　　　吉田　拡（社会），船橋　知里（技術），塚越大二朗（人間形成），亀井　幸子（美術）

こんにちは附属です   ……………………………………………………………………………………………　１０

　　　幼稚園児と触れあって　　　　　　　　　　附属中学校　　　　元木　康代

　　　Let’s make up！　　　　　　　　　　　　附属特別支援学校　森　　浩一

　　　たこたこ　あがれ　　　　　　　　　　　　附属幼稚園　　　　鍋山　由美

　　　はじめまして　附属小　保健室です！！　　附属小学校　　　　吉�　容子

部活でもガンバっています！   ……………………………………………………………………………………１２

　　　人形劇団ころぼっくる（高橋　愛）　　　　　野球部（佐々木嘉則）

　　　E.S.S.（篠原　亜衣）　　　　　　　　　　　　創作ダンス部（南部　法子）

研究室だより   ………………………………………………………………………………………………………１４

　　　協同的な学び文化の創造を目指して　　　　皆川　直凡（人間形成）

　　　多様性を楽しみつつ　　　　　　　　　　　永田　良太（言語系（国語））

図書館だより   ………………………………………………………………………………………………………１６

健康手帳 「米国の医療事情」　　　　　　　 　　　　　廣瀬　政雄（心身健康研究教育センター所長）   … …１７

学生表彰について   …………………………………………………………………………………………………１８

国際交流   ……………………………………………………………………………………………………………１９

　　　第３回中日教師教育学術研究集会に参加して　　　　　　　　　阪根　健二，山下　一夫（臨床）

　　　日本留学フェア（台湾）に参加して　　　　　　　　　　　　　永田　良太（言語系（国語））

　　　友好の木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　張　　　 

　　　楽しい旅−奈良，大阪へ見学旅行　　　　　　　　　　　　　　姜　　　楊

　　　In dieser Ecke Deutschlands（ドイツのこの片隅で）　　　　　梅原麻衣子

　　　鳴門教育大学大学院を修了して　　　　　　　　　　　　　　　宗　　暁川

　　　留学生現員表

学生会・院生会だより   ……………………………………………………………………………………………２５

　　　阿部　辰平（学生会会長），本多謙一郎（院生会会長）

お知らせ   ……………………………………………………………………………………………………………２６

　　　鳴門市クリーンセンター廃棄物対策課からのお願い

　　　大地震に備えて

　　　薬物乱用　ダメ。ゼッタイ！

　　　盗難被害防止について

かんたんレシピ   ……………………………………………………………………………………………………２７

行事予定   ……………………………………………………………………………………………………………２８

編集後記   ……………………………………………………………………………………………………………２８

ALBUM   ………………………………………………………………………………………………………………２９



２

　学位記授与式を終えた皆

さん，ご卒業・修了おめで

とうございます。また，鳴門

教育大学学校教育学部・大学院

学校教育研究科は，今春めでたくご入学された皆

さんを心から歓迎いたします。

　昨夏から本年度末にかけて，たくさんの外国人

の方々が本学に研修としてお見えになっておられ

たのをお気づきになられたと思います。太平洋に

浮かぶ大洋州１０ヵ国をはじめとして，フランス語

圏アフリカ４ヵ国やアフガニスタン・イスラム共

和国から総計３０名弱の方々でしたが，いずれも国

際協力機構（JICA）の技術協力計画の一環として

実施された研修事業で，それぞれの国において教

育の指導的立場にある教育省幹部・教員養成校校

長・指導主事等の現職教員の方々でした。　「日本

の教育を学べ」ということでしょうか，校内研修・

授業法改善・学級経営・地域参加型学校運営等の

課題に対して非常に熱心に研修に取り組んでおら

れました。

　鳴門教育大学は全国の教育系大学・学部の中で

この国際教育協力事業において抜群の知名度・成

果を挙げている大学です。でも，果たして日本の

教育は外国からお手本にされる状況が維持できて

いるでしょうか？

　私自身も算数・数学に関する JICA の（短期）

専門家として，南アフリカ共和国ムプマランガ州

中等理数科教員再訓練計画（MSSI*1），アフガニス

タン・イスラム共和国教師教育強化プロジェクト

（STEP*2）のために出張し，教員養成大学校や学

校現場を視察するとともに，現地の指導主事や教

科主任クラスの教員に，授業研究会等を通じて指

導する機会を得ることができました。埃っぽいが

たがた道の行きつく先に電灯設備や黒板等が未整

備の教室があり，教員の教育レベルも十分でない

（間違いが多い）という実情ですが，なんと言っ

ても忘れがたいのは子どもたちの輝く目・澄んだ

瞳でした。これこそが将来を支える原動力でしょ

う。約５０年前の戦後の日本に散見された環境に酷

似しています。戦後復興を見事になし得た日本の

経験を重ね合わせるとき，近い将来においてこれ

らの諸国に日本が追い越されてしまうのではない

かという危惧さえ抱いてしまう程でした。

　現在の日本の教育に関して“教育再生”を声高

に叫び，およそ現実的でない方法論を持ち込もう

と議論している面も少なくないと思っているのは

私だけではないと思います。しかしながら，最近

公表され先行実施されることになっている新学習

指導要領では，ゆとり教育からの脱却ともいうべ

き内容が盛り込まれています。理数科教育の重視

や週あたり授業時間数の増加にその傾向が見て取

れます。

　概数の扱いや計算力の強化は一朝一夕にはなし

得ません。位取り記数法の会得も電卓ではなし得

ません。そろばんを活用することも大事な指導法

でしょう。現地の子どもたちの輝く目・澄んだ瞳

を思い起こすとき，今後ますます教員の指導力が

求められると実感しています。

　◆　理　事（学生支援・国際交流担当）　村　田　　　博

*1　MSSI：the Mpumalanga Secondary Science Initiative Project

*2　STEP：the Strengthening of Teacher Education Program
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　この３月に鳴門教育大学を卒業，また修了して

いく皆さん方に心からのお祝いの言葉を贈ります。

大学卒業当時を思い出し，私まで一緒に社会へと

飛び出したくなる衝動に駆られてしまいますから，

人は何年経っても若い時代に経験したことを忘れ

られないものだと思い知らされています。皆さん

方が私の年齢に達する頃にはどんな社会，どんな

世界に変貌しているでしょうか・・・。

　さて，私自身が大学の教壇に立つようになって

３５年が過ぎたのですが，本当に月日は“光陰矢

のごとく”過ぎ去っていきます。私が皆さん方と

同じような年齢のときに学び，そして研究してい

たことは，力のはたらき方（非線形相互作用とい

います）なのですが，その研究を基礎にして，マ

クロ的には宇宙の成り立ち（宇宙科学）を，そし

てミクロ的には素粒子までの性質を調べることと，

実に幅広く勉強してきました。なぜそのように広

く学んできたか不思議に思われるかもしれません。

そのきっかけは十代の後半にかけての誰にでもあ

る人間的な悩み，青春時代の迷い，といったこと

にあります。直接に心の問題に入ることは難しす

ぎるように考え，五感で捉えられる物質的な学び

からアプローチしていったわけです。そうした研

究をもとになぜ人はこのように複雑な応答をする

ことができるようになったのか，少しだけ理解で

きるようになった気がします。二十世紀に爆発的

に発展した科学技術の流れは止まることはなく，

更に情報量は増大していくでしょう。そういった

社会の発展，歴史の進展は止まることなく進んで

いきますから，それに合わせて生き，次の時代を

切り開いていける子どもたちを育てる教育の役割

は益々重要になります。

　ただ，そうはいっても，人がひとである限り，

大きく変わることはありません。私の祖父も教員

でしたし，父親も合格していた高等師範の数学科

をやめて，美術教師になりました（初任校が旧制

の和歌山女子師範学校）。今でも祖父の教え子，ま

た父親の教え子と親しくお話をすることがありま

す。教師と生徒のつながりはいつの時代にも強い

ものです。教師の影響力は非常に大きいのですか

ら，皆さん方にも心して勤めていただきたく思い

ます。

　３４年間の教師生活を終えるに当たり，沢山の先

生方にお教えを頂いてきたこと，また数え切れな

いほどの援助を事務担当の方々から頂きました。

今更ながら感謝にたえないことです。そして一緒

に学び，研究を共にしてきた学生諸君・学びとた

ちは既に社会の一線にたって活躍していることを

誇らしく思いますし，また，教育の意味を合わせ

て，長年抱いてきた疑問の多くに対し，その答え

を自分の言葉で語れるようになったことを心地よ

く思います。

　さて，皆さん方はどのような目標を掲げ人生を

歩もうとしているのか，また，どのような問題意

識を持って社会に飛び出していこうとしています

か？

（基礎・臨床系教育部）

よき師，よき仲間，よき学びとたち

伊　東　正　貴
◆　人間形成コース （旧・授業開発講座），

教職キャリア開発支援オフィス担当
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　　　　　　　　　　　　　　　　ハンティングされてのこのこ来た鳴門

　　　　　　　　　　　　　　　　里浦の宿舎が目指す目的地

　　　　　　　　　　　　　　　　見晴るかすキャンパス砂塵舞っていた

　　　　　　　　　　　　　　　　ぬかるみの中傘さして食堂へ

　　　　　　　　　　　　　　　　学長は加賀前田家の末裔で

　　　　　　　　　　　　　　　　正門の南国趣味も前田流

　　　　　　　　　　　　　　　　学生は修士１年だけの春

　　　　　　　　　　　　　　　　歳の幅どれが生徒か先生か

　　　　　　　　　　　　　　　　創設の頃の面影懐かしき

　　　　　　　　　　　　　　　　目を閉じて四半世紀を巡らせる

　　　　　　　　　　　　　　　　教育の光る聖地にきっとなる

　　　　　　　　　　　　　　　　鳴教大の栄光祈り去ってゆく

（人文・社会系教育部）

◆　言語系コース（英語）　太田垣　正　義

教育の光る聖地
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　教員就職支援チーフアドバイザーとして平成

１６年１０月より本学に赴任し，４年６ヶ月の間，

鳴門教育大学でお世話になりました。

　赴任当時，まず一番に知らされたことは本学の

中期目標の１つが「平成１８年までに学部の教員

就職率を６０％にする」ということでした。因みに，

平成１６年３月卒業者の教員就職率は４１.４％で，

全国の国立系教員養成大学・学部４８校中第４４位

でした。この統計は，毎年，前年度の卒業者の就職

状況（９月３０日現在）を文部科学省がまとめて発表

しているものです。その後，教員就職率は，平成１７

年（６２.４％），平成１８年（６２.７％），平成１９年（６４.０％）, と

順調に伸びてきました。そして本年，平成２０年は

６６.９％となり，これは全国国立系教員養成大学・学

部中ベスト５で，本学としては過去最高の成績を

修める結果となりました。このなかでも特筆すべ

きは，平成１８年の教員就職率です。正規合格者

の割合が非常に高く，全国で第６位でした。さら

に，大学が設置されている地元の都道府県の教員

採用数からみた比率では全国第２位でした。

　次に大学院長期履修学生の教員就職状況は，平

成２０年３月修了（第１期生）の教員正規合格率

が２９.７％，そして今年度は５１.７％と大幅に伸びて

きております。

　これは本学が教員就職率の向上を重点目標とし

て取り上げ，全教職員が努力を重ねてきたことが

結果となって現れたものだと思います。特に，先

生方が講義，ゼミの指導，研究活動に多忙を極め

ている中を就職支援室の支援行事の面接官や各都

道府県の情報収集等のほか各コ−スで模擬面接や

模擬授業などを指導されてきたおかげであると思

います。また，就職支援担当として献身的な努力

をされた職員の皆さんの力があったことを忘れて

はならないと思います。さらに大きな要因として

学生の皆さんが教員採用審査に向けて真摯に取り

組んできたことです。後に続く学生の皆さんも先

輩にならって頑張って欲しいと願っております。

　次に教員養成を目的としている本学の学校教育

学部について，教員就職支援という視点から感じ

たこと（願望も含めて）や今後の課題について述

べてみます。

①　教職の専門的な知識・技能の習得はもちろん

ですが，現場で必要とされるコミュニケーション

能力や文章表現力，授業構想力などをしっかりと

磨いて欲しいと思います。

②　今，現場は即戦力となる教員を求めています。

それに応えるためにも現実に教育現場で起こり得

る事象を例にしてその解決法も含めて指導し，講

義だけでなくロールプレイングの手法や効果的な

学校・学級事務処理の仕方（実際に現場の先生方

はこれらのことに多くの時間を割いています。）等

も大学の授業の１つとして取り入れるとどうで

しょうか。

③　毎週水曜日の午後と土曜日（年間に３〜４回

実施）は，教採対策やその他の就職支援行事を実

施していますが，授業や種々の行事と重なり，学

生が参加するのが難しくなってきている現実があ

ります。何か良い改善策があるとよいのです

が。・・・

　その他，教員養成及び教員採用審査の在り方等

について思う所も種々ありますが，紙面の関係も

あり省かせてもらいます。

　最後になりましたが，鳴門教育大学が今後，「教

育の一番札所」として日本における教員養成と教

育研究において不動の位置を占めることを祈念し

て退職の挨拶とさせていただきます。

少年のフルート震え春の雪

榊　万鬼

（人文・社会系教育部）

教員養成大学として一層の飛躍を

◆　教員就職支援チーフアドバイザー　榊　　　　　博
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　１０月１日付で言語系コー

ス（国語）担当教員として

着任いたしました，野口哲

也と申します。これまで泉

鏡花という作家とその作品

について研究して参りましたが，現在は少し広く

構えて国文学（近現代文学）を担当しております。

　群馬県の草津町から東北大学に進学し，長らく

仙台で過ごしておりました 東夷 で，こちらに来て
あずまえびす

から気候や食べ物，言葉など驚くことばかりです。

椰子の木に囲まれたクリスマスも悪くないですね。

鳴門の恵まれた環境で教育・研究に従事できるこ

とを大変嬉しく思っております。

　学生・院生の皆さんがそれぞれの目標に向けて

意識を高く持ち，充実した時間を過ごされている

姿はとても頼もしく見えます。ただ，身近すぎて見

過ごしがちなものに立ち止まったり，遠くに置い

てきてしまったものを振り返ったりする時間も大

切ではないでしょうか。私はそんな姿勢で，日本語

や日本文学，そして皆さんに接していきたいと

思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

（人文・社会系教育部）

◆　言語系コース（国語） 講師　野　口　哲　也
着任のご挨拶

　昨年１０月に自然系コー

ス（数学）担当教員として

着任いたしました。数学と

物理学の境界領域である数

理物理学を専門に研究して

おります。今後とも従来の枠にとらわれることな

く様々なことを学んでいきたいと思っております。

　微力ではございますが，大学のさらなる発展の

ために尽力いたす所存でおりますので，よろしく

お願いいたします。

（自然・生活系教育部）

◆　自然系コース（数学） 准教授　樋　上　和　弘

�����������������������������������������������

着任のご挨拶
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　１０月に着任しました松

嵜です。９月まで，国立大

学法人筑波大学附属駒場

中・高等学校の数学科教諭

として教壇に立っておりま

した。３月に JICA 連携融合事業の一環で，中米ホ

ンジュラス共和国の高校生を対象として，テクノ

ロジー利用を前提とする数学授業の提案と実践を

おこなったことが１つの契機となり，国際教育協

力の仕事に携わる機会を得て，この度，本職に就

くこととなりました。

　大学院の講義では，開発途上国で利用可能な

ICT を考慮しつつ，注目を集めているわが国の授

業研究や授業分析の手法を踏まえ，ICT ツールを

活用した教材開発について，実践的視点を大切に

しながら学生の皆さんと意見を交わしていきたい

と心がけています。兼務している教員教育国際協

力センターの業務の１つである JICA 研修員に対

する講義では，理数科授業における ICT ツールの

利用について講義しています。これまで研究を進

めている算数・数学教育はもちろん，国際教育協

力分野に役立つ ICT 利用

に関する研究も進めてい

きますので，どうぞよろ

しくお願い致します。

（自然・生活系教育部）

◆　国際教育協力コース 講師　松　嵜　昭　雄
大学教員としての新たな一歩

　昨年１０月に着任しまし

た宮本です。生活・健康系

コース（技術・工業・情報），

電気分野の担当です。これ

までの経歴ですが，日本原

子力研究所（現，日本原子

力研究開発機構）で７年ほど核融合の，また日本

電子（株）で４年半ほど質量分析装置の研究開発

にそれぞれ従事してきました。どちらかといえば

学校教育とは異なる道を歩んできたこともあり，

教育に関してはまだまだ戸惑うところは多いので

すが，担当コースの先生方の温かいご支援の下，

精進する日々を過ごしています。

　私の携わってきた研究開発の１つである質量分

析装置ですが，その名が示す通り，ある未知の物

質の質量を測定し分析することで，その物質が何

かを特定する装置です。今から７年前に島津製作

所の田中耕一氏がノーベル化学賞を受賞されまし

たが，氏の研究テーマである「たんぱく質の解析

装置」が質量分析装置に相当します。質量分析装

置は主にバイオ・創薬・環境等の分野で用いられ

ていますが，それ以外にもオリンピック等での

ドーピング検査で用いられています。

　浅学非才な私ですが，企業経験を生かして少し

でも大学のお役に立てるよう精一杯努めて参りま

すので，どうぞよろしくお願いします。

（自然・生活系教育部）

◆　生活・健康系コース（技術・工業・情報） 准教授　宮　本　賢　治
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着任のご挨拶
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　大学の４年間は，よく一人旅をしました。原付

で四国を一周し，単車に乗り換えた後は，和歌山，

神戸，広島，岡山などを巡りました。公園での野

宿も経験しました。なぜ，一人旅をするのかとい

えば，一人になることで自分を見つめ直したかっ

たからです。まぁ，よく言う「自分探し」ですね。

一人になって広い空を眺めてみると，「今頃みんな

は何してるかな…」と思うことがよくありました。

　私は，今年から徳島県で警察官として働きます。

教育実習で関わった，あの子ども達の笑顔を守り

たかったからです。警察官の訓練は大変厳しいも

のだと聞いています。投げ出したくなる日も来る

かもしれません。でもそんな時こそ，空を見上げ

たいと思います。

「鳴教で共に学んだ仲間が，この空の下で頑張っ

ている。だから，オレも頑張ろう！！」

〈中学校・社会〉

◆　学校教育学部　吉　田　　　拡
この空の下で・・・
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　こんなにも自由で楽しい生活があっていいのだ

ろうか…と不安になりながらも，笑いの耐えない

素晴らしい毎日を過ごしてきました。寂しさと不

安で押しつぶされそうになり，毎晩泣きながら家

族に電話をかけていた頃が，とても懐かしく思い

出されます。技術科なのにパソコンが使えず，前

代未聞の手書きレポートを提出していた私が，情

報分野をテーマに卒業論文を書き上げるまでに

なったことひとつをとっても，４年間という年月

の重みや深さを感じることができます。

　何でも一人で完璧にこなそうと気負っていた私

が，皆で協力することの大切さや素晴らしさを学

べたのは，技術科やバレー部などを通して出会っ

た仲間の存在があったからです。

　励ましあい支えてくれた友人，実習先の元気な

児童生徒，成長を見守ってくださった先生方，応

援し続けてくれた家族…出会ったすべての人に感

謝の気持ちでいっぱいです。

　４年間で得た貴重な経験やあたたかい人との出

会いを胸に，これから出会う子どもたちともすば

らしい時を過ごしていきたいと思います。

ありがとうございました。

〈中学校・技術〉

◆　学校教育学部　船　橋　知　里
充実した学生生活
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　３年を経て，この鳴門教育大学大学院で得たも

のは無数にあります。しかし，その中で私の一番

の財産となるものは，自分にはない経験を持った

方との出会いです。教育大学という背景から，皆

が「教育」のことを真剣に考えていました。教育

への携わり方はそれぞれ違えど，日本中，世界中

で教育をさらに良くしようという情熱を持った方

が多くいることに気がつき，当初は教育が良くな

ればいいのにという希望だけだったのが，教育の

将来は明るいものになるという確信を持ちました。

そして，私もその一翼を担えるよう，高邁な理想

を抱き，人格の涵養と陶冶に努め，日々精進して

参りたいと思います。

　この場を借りて，最先端の理論や実践法を教え

ていただいた大学の先生方，生きた現場の情報や

豊富な経験を伝えていただいた現職教員の方，有

益で的確なご助言をいただいた先輩方，いろいろ

な場面で支援をしてくれた後輩たち，そして，期

を同じく熱き志を抱き鳴門教育大学大学院に集っ

た同輩たち，私と接して下さった全ての方々に心

より感謝申し上げます。本当にありがとうござい

ました。そしてこれからも宜しくお願いいたしま

す。

〈学校教育専攻人間形成コース（長期履修）〉

◆　学校教育研究科　塚　越　大二朗
教育の未来

　大学院での２年間は，予想通りあっという間に

過ぎてしまいました。しかし，この２年間でいろ

いろな人との出会いがあり，様々な経験をするこ

とができました。高校で美術を教えた生徒と大学

院で同級生になるという，うれしい再会もありま

した。

　大学院では，美術大学で作品の制作しか経験の

ない私に，研究の意義や具体的な方法，論文の書

き方など本当に様々なことを教えていただきまし

た。感謝の気持ちでいっぱいです。

　また，学校で目の前の仕事に追われる日々を

送っていた私にとって，自分を見つめ直す機会と

なりました。生徒を教える立場から学生の立場に

なり，教師という重圧から開放され，学ぶ楽しさ

を改めて実感することができました。中学生の息

子に「その歳になって何が楽しくて勉強している

のか。」と言われるたびに「何かを学びたいという

気持ちに歳なんか関係ない。」と言い返しながら，

必死で課題のレポートに取り組んでいたことがな

つかしく思い出されます。本当にかけがえのない

貴重な日々であったと思います。学校現場に帰っ

ても学ぶ楽しさ，研究の大切さを忘れず，大学院

で学んだことを生かせるよう努力していきたいと

思います。

〈教科・領域教育専攻 芸術系コース（美術）〉

◆　学校教育研究科　亀　井　幸　子
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かけがえのない日々
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　毎年，附

属中学校の

３年生は技

術・家庭科

（家 庭 分

野）の時間

に附属幼稚

園を訪問し，園児たちと触れあう学習を行ってい

ます。授業の中で，幼児の心身の発達の特徴や基

本的な生活習慣，遊びの意義等について学習を進

め，生徒は園児たちとうまく接することができる

かなあという不安と，どんな遊びをしようかとい

う期待が膨らんできます。

　実習の当日，最初はおどおどしていた中学生は，

「一緒に遊ぼう。」と園児から声をかけられ，遊び

の輪の中に入ると穏やかな表情に変わります。そ

して，満面の笑みを浮かべ，一生懸命，園児と遊

びます。砂場で山をつくったり，ドッジボールで

ゲームをしたり，落ち葉や木の実を拾って，創作

活動をしたり……。園児がどんどん遊びを広げて

いくうちに，生徒は自分の幼かった頃を思い出し，

心の底から楽しく，とても幸せな気持ちになるよ

うです。遊ぶことは園児にとって成長するための

最大の栄養素なんだと気づきます。そして，自分

をここまで育ててくれた家族に感謝の気持ちも持

つようです。

　これからも，附属学校としての恵まれた環境を

生かし，幼稚園児と触れあう体験を通して，幼児に

関心をもつとともに，家族や幼児に主体的にかか

わることができる生徒を育てていこうと思います。

幼稚園児と触れあって
◆　附属中学校　元　木　康　代

　「かわいい〜」，「きれ〜」，「かっこいいぞー」。

そんな驚嘆の声やざわめきと共に，子どもたちの

笑顔がはじけます。高等部になると，社会へ出る

ための準備を着々と進めていくことになります。

その一環として，地域のエステサロンで活躍され

ている外部講師を招き，本格的なメイクアップに

挑戦するメイクアップ教室は，子どもたちの表情

がひときわ輝く年中行事の一つです。

　クレンジングから始まり，様々な段階を経て，

メイクアップはどんどん進んでいきます。その様

子は，まるで，顔というキャンバスに絵を描いて

いく芸術のようでもあり，子どもたちも，みるみ

る変わる自分の顔を，どきどきしながら見つめて

いました。できることは，自分でもさせてもらえ

るので，「もう一度してみたい。」とか，「ちょっと

自分でもしてみようかな。」という気持ちにさせて

くれます。

　締めくくりのファッションショーは，保護者に

も見てもらいました。会場は，子どもたちのうれ

しそうな笑顔と，職員や保護者のあふれるような

笑顔でいっぱいになりました。

　子どもたちには，このような経験を実際の生活

に活かして，ステキでかっこいい自分に磨きをか

けて欲しいと思います。

Let's make up ！
　◆　附属特別支援学校　森　　　浩　一

特別支援学校

中 学 校
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　１月１９日，木枯らしの吹く中，

附属幼稚園の園児たちが鳴門

教育大学に凧揚げ遠足に出か

けた。今回は幼年発達支援コー

スと合同で行う自然プロジェ

クトの一環として，計画された

ものである。

　学生のみなさんが指導計画

を立案し，万全の環境準備をした中で，巨大凧や，

連凧，ぐにゃぐにゃ凧などを作った。教育実習の

先生の姿を見つけると，幼児らの間に歓声があが

り，学生たちのサポートを少し受けながら，自分

たちの力で凧を作り上げていく。幼稚園ではなか

なか経験できない，広い場所で思う存分凧を揚げ

ることができることに，彼らはとても興奮してい

た。ひもをしっかりと握りし

め，走ると，凧が風をはらん

でひもがピンとなる。手を伝

わってくる風の力を感じなが

ら，風に向かって走る彼らの

頬は真っ赤になっていた。

　困ったときに支えてくれる

大人たちに見守られながら，

『風』と遊ぶ楽しみを味わう中で，人とのかかわ

りの温かさや風の不思議さ，力強さなどをしっか

りと感じていたようだった。

　このように，園児らが豊かな経験ができるよう，

また，安全に楽しく遊べるようにと細やかに配慮

してくださった大学の先生方，学生のみなさん，

保護者の方々，本当にありがとうございました。

たこたこ　あがれ
◆　附属幼稚園　鍋　山　由　美

　本校には，外国の先生方がよく来校されます。

保健室の見学では，世界的にユニークな職種であ

る養護教諭の存在に関心をもたれ，興味深そうに

見ていらっしゃる先生方もいます。時には，仕事

の内容を尋ねられ，一瞬，スクールナースとの違

いをどのように説明すればよいのか，戸惑ってし

まうこともあります。なかなか一言で言い表せな

い……それが養護教諭の仕事なのかもしれません。

　今年で，附属小学校での勤務も３年目になりま

すが，子どもたちの真っ直ぐなまなざしやキラキ

ラした笑顔に出会い，養護教諭としてかかわるこ

とのできる喜びを感じています。

　保健室には，毎日，たくさんの来室があります

が，私たち大人が想像する以上に，心と体にたく

さんのものを抱えながらがんばっている子どもた

ちもいるようです。また，保護者の中には，子育

てに関する悩みを抱えていらっしゃる方もいます。

寄り添い，思いを受け止めることで，子どもたち

や保護者にとって，身近に感じられる温かい存在

でありたいと思っています。

　「保健室って，なぜか落ち着くよね。」そんなつ

ぶやきの聞こえる保健室をつくること……これが，

私の大切にしていることです。

はじめまして　附属小　保健室です！！
◆　附属小学校　吉　�　容　子

小 学 校

幼 稚 園
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　「多くの人に楽しんでもらえる人形劇を」という

志を持ちつつも，まずは自分たちが楽しむことを

心掛けています♪　部員はみんな仲良しで，一緒

にご飯を食べに行ったり，忘年会・新年会等で一発

芸や罰ゲームをしたりして，盛り上がりました！

　人形劇って難しそう…，地味かも…，練習が長

そう…。否！そんなイメージを払拭させます！

まずはクラブハウス二階にお越し下さい。お菓子

を贈呈します。（笑）

　練習は週に１回（現在は火曜日，部員で話し合っ

て決めています。），部員全員が兼部，及びアルバ

イトをしています。

　人形劇以外にも，北島小学校へ絵本の読み聞か

せのボランティアに行っています。私は実習でこ

の経験を活かし，読み聞かせをしました。ある部

員は人形劇を通して声の通りが良くなり，実習

先で先生に誉めて貰っていました。人形劇を通し

て自分自身を成長させてみませんか？

　大学で新生活を始めるみなさん，ころぼっくる

に入部しょー！！

〈小学校・国語　３年〉

◆　人形劇団ころぼっくる　高　橋　　　愛

火曜どうでしょう？？
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　皆さん，

E.S.S. っ て

何の頭文字

をとってい

るか知って

いますか。

私 も 最 近 知 っ た こ と で す が，English Speaking 

Society の頭文字を取ったものだそうです。つまり，

“しゃべり場 in English”なんです。こう聞くと，

英語しか使っちゃいけない気がしますが，そんな

堅苦しい感じではなくて，みんなで楽しく活動し

ています。具体的に，どんな活動をしているかと

いうと，①話す活動　②小中学校でも使えるゲー

ム活動　③TOEIC対策勉強会　④映画鑑賞と４つ

の活動を１週ずつローテーションして行っていま

す。どの活動も楽しくて（③は楽しいとは言えま

せんが…）ためになります。学校での活動の他に

も，昨年は夏休みに四国大学の方と徳島県内の小

５・６年生を対象に２日間英語活動（具体的には，

英語で絵本を作ったり，歌を歌ったり，ゲームを

したり… etc.）をしまし た。また，公民館のおた

のしみ会で，簡単な英語活動もしました。このよ

うに，自分たちで英語を楽しむだけでなく，子ど

もたちと一緒に英語を楽しむ活動もしています。

　現在，E.S.S. の部員はほとんど英語科です。最

初に言ったように“しゃべり場 in English”なので，

他の科の人たちには，入りにくいなと思う面もあ

ると思いますが，私たちは大歓迎です。話せるよ

うになりたい！！英語で遊びたい！！勉強した

い！！映画が見たい！！と少しでも思われている

方，一度足を運んでみてください。

　部員一同，お待ちしています。

（金曜日１８時から第３集会室で活動中）

〈中学校・英語　２年〉

◆　E．S．S．　篠　原　亜　衣

Let's Enjoy English !!
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　鳴門教育大学野球部は現在，四国六大学野球

リーグの二部に所属しています。私たちは一部昇

格をチームの目標に掲げ，週３回の練習に取り組

んでいます。

　私たちのチームには監督がおらず，選手たち自

身で練習を考えたり，試合の指揮をとったり，部

そのものを運営しており，まさに学生だけのチー

ムになっています。部員の数は決して多くはない

のですが，大学から野球を始めるという人もいま

す。その中で，みんなが意見を出し合いお互いが

信頼しあえる関係作りをすることができており，

上級生，下級生という枠をこえて仲良く野球がで

きるというのが，この野球部の魅力の一つです。

　一部昇格のために勝利を目指して戦っていく，

しかしその中でも，少ない人数で野球を楽しむと

いうことを忘れない，これがこの野球部のスタイ

ルです。

　４月から始まる春のリーグでは，昨秋二部で優

勝を逃した悔しさを晴らすためにも，また今まで

野球部の歴史を築いてこられた先輩方，練習を手

伝ってくださった先輩や応援してくださる人たち

のためにも二部で優勝し，一部との入れ替え戦で

勝利し，なんとしても一部昇格を果たしたいと

思っています。

〈中学校・保健体育　３年〉

◆　野球部　佐々木　嘉　則

目指せ　一部昇格！

�����������������������������������������������

　こんにちは，創作ダンス部です。私達は学内・

学外問わず幅広い活動をしています。活動の一つ

として，週に一度，アワー「いきいきリズム運動

教室」があります。幼稚園から小学校の子どもを

対象に，ゲームやリズム運動，ダンスを教え一緒

に踊ることを通して，地域の子どもと交流を深め，

仲良く楽しく活動しています。今回は，長年にわ

たり続けてきたこの活動が評価され，徳島県より

ボランティア賞をいただくことができました。そ

して何より，リズム教室の先生として子どもと関

わることで，健康・安全面への配慮やダンスとい

う集団演技における指導，保護者との関わり等，

将来教師になるために必要な経験になっています。

　その他には，インカレや All Japan Dance Festival

などの大会に出場し創作ダンスを踊ったり，施設

訪問や大学祭で様々なジャンルの曲に合わせたダ

ンスパフォーマンスをしたりしています。そして

このような活動の集大成として，年に一度定期公

演を開催し，運営から出演までを私達の手で行っ

ています。すべてを作り上げていく大変さもあり

ますが，支えてくれる人達の温かさを感じること

ができます。

　このようなダンス部としての活動の一つひとつ

が私達を成長させてくれます。たくさんの貴重な

経験ができるダンス部に是非…！！

〈中学校・家庭　３年〉

◆　創作ダンス部　南　部　法　子

だからダンスはやめられない！

平成２０年度 とくしまボランティア賞受賞
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　本学に私の研究室が誕生してから，９年の歳月

が流れようとしています。２００８年度は，大学院

２年次５名（うち長期履修３年次１名），１年次

３名，学部４年次２名，３年次１名と，私を含め

総勢１２名が所属し，２００９年３月には，合計７名

の修了生・卒業生を送り出します。

　私の専門分野は，基礎分野としては認知心理学，

応用分野としては教育心理学です。理解，思考，

表現，コミュニケーションといった知的な心の働

きとその発達・個人差を研究し，その成果を基盤

として，感性に富み，賢さと優しさを兼ね備えた

真の意味での知性を育む，協同的で豊かな学びを

支援・促進する教育プログラムを開発し，小学校，

中学校などの教育現場に提供しています。

　ゼミ生は，人間の心が生み出した，さまざまな

創作物（物語，絵本，子どもの作文，俳句など）

や，人と人との間で営まれるさまざまな活動（話

し合い，読み聞かせ，感情表出など）を題材とし

てとりあげ，児童期と青年期を主な研究対象とし

て，認知能力とコミュニケーション（表現・伝達）

能力の発達と個人差についての基礎的研究，知性

と社会性をはぐくむ教育についての実践的研究を

行っています。私と一緒に心理学会に参加し，見

識を深める人もいます。小学校や児童図書室での

読み聞かせなどボランティア活動に情熱を注ぐ人

もいます。研究室出身の小・中学校教員（現職教

員として大学院で学ばれた方，卒業・修了後に教

職に就かれた方）との共同研究も進めています。

研究室が一体となって，知識や価値観のやりとり

が人と人との間で豊かに行われるような協同的な

学び文化の創造をめざしています。

　私は，心理学の立場から，俳句という日本固有

の短詩型の教育力に注目してきました。俳句では，

季節の風物を媒体として，作り手と読み手の心の

交流が行われます。俳句を通じて，季節の風物に

ついての知識も獲得されます。そうした俳句の特

徴に，知識偏重ではなく，感性に富み，人の気持

ちを思いやることのできる知性を育てる教材とし

ての可能性を見いだしてきたのです。この考えを

教育現場に伝えるとともに，大学院のゼミ内でも

実践し，年に５回程度，俳句会を行っています。

研究指導のゼミは教育効果を考えて学年別・テー

マ別に行っており，全員が集まる機会はほとんど

ないのですが，句会のときだけはみんなが集まり，

お互いの作品を鑑賞し合ったり研究の進み具合を

伝え合ったりしながら親睦を深めています。私に

とっても，学びと癒しのひとときとなっています。

（基礎・臨床系教育部）

◆　人間形成コース　准教授　皆　川　直　凡

協同的な学び文化の創造を目指して

（M１のゼミ風景） （句会風景）
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　鳴門教育大学に着任して４年が経ちました。こ

の間，大学院生９名，学部生７名を指導する機会

に恵まれました。特に，大学院生に関してはその

多くが留学生でした。また，これ以外にも海外の

学術交流協定校からの短期留学生５名もゼミに参

加してくれました。

　ゼミ生の研究テーマは日本語の語彙・文法から

会話の仕組みまで多岐にわたりますが，共通する

のは日本語を対象化して分析するということです。

これは普段何気なく日本語を話している我々に

とっては難しいことですが，その際に「留学生の

目」というのは貴重な視点を与えてくれます。ゼ

ミの中で投げかけられる日本語学習者としての疑

問や意見には戸惑うことも多く，自分は日本語を

話すことができるのにその規則が説明できないも

どかしさは何度感じたかわかりません。しかしな

がら，それらの疑問に答えるべく，日本語の規則

を調べてみると，自分がいかに複雑な規則を駆使

して日本語を話しているのかということに気づき，

驚かされます。

　このような発見の驚きは言葉に限ったことでは

ありません。留学生達が日々の暮らしの中で経験

することやそこで抱く疑問を聞くことで，日本社

会というものを再認識させられることも多くあり

ます。

　このように，「留学生の目」は普段意識すること

がない日本語や日本社会を対象化し，それを考え

るための貴重な視点を与えてくれますが，留学生

自身にとっても，日本語を研究することは自らの

母語を対象化する良いきっかけになると思います。

日本語や日本社会について理解することで，自ら

の母語や社会についての理解を深めてくれること

を願っています。

　永田ゼミにはこのような多様性とそれにもとづ

く発見の喜びがあります。これまで，ゼミの時間

に私自身多くのことを学ぶことができました。こ

のような時間を与えてくれるゼミ生に感謝しつつ，

これからも一緒に楽しんでいきたいと思います。

これまでのゼミ生のみんな，どうもありがとう。

そして，これからのゼミ生のみんな，どうぞよろ

しく。……と書いている時に，メールの着信があ

りました。件名は「ご指導よろしくお願いします」。

今日は１月１５日。卒論・修論の提出期限まであ

とわずか。来年こそは余裕をもって，と思いつつ

も提出はいつも最終日。これが永田ゼミのいつも

の光景です。

（人文・社会系教育部）

◆　言語系コース（国語）　准教授　永　田　良　太

多様性を楽しみつつ



１６

卒業・修了後の図書館の利用について

　卒業・修了後も図書館を利用することができま

す。利用方法としては，以下の２つの方法があり

ます。

◎来館しての利用

　図書の貸出，館内資料の複写等ができます。

　図書の貸出希望の場合は，身分証（保険証等）

を持参してください。「卒業生・修了生利用証」を

発行いたします。（その際には，卒業生・修了生で

あることを申し出てください。）

◎非来館での利用

　図書の非来館貸出サービスを行っています。

　利用者から申し込まれた図書について郵送等に

より貸出を行うものです。なお，郵送料は申込者

負担となります。

　貸出手続きの詳細については，図書館ウェブペー

ジ（http://www.lib.naruto-u.ac.jp/）のサービスガイ

ド→「一般利用の方へ」→「非来館貸出」

をご覧いただくか，電話でお問い合わせください。

（TEL ０８８-６８７-６１５６）

＊来館貸出，非来館貸出ともに図書の貸出冊数・

貸出期間は以下のようになっています。

※卒業・修了生は CD，雑誌の貸出ができません。

各種ガイダンスについて

　図書館では，学内の方を対象に下記の期間に

データベース検索や，雑誌論文などの収集を手助

けする各種ガイダンスを実施しています。

　詳しい日時などは，図書館掲示板，院生研究室

などに適宜掲示いたしますので，ご確認の上，お

申し込みください。また，それ以外でも相談を受

け付けておりますので，平日の１７時３０分までに

カウンターへお越しください。

鳴門市立図書館との連携・協力活動

　鳴門市立図書館と資料の相互利用，子育て支援

と読書推進活動等の地域連携事業について協力活

動を行っています。

　資料の相互利用では，鳴門

市立図書館にある図書の借

用・返却を大学図書館カウン

ターで受け付けます。

　また，利用者自身が徳島

県立図書館で借りた図書の

返却も受け付けます。

　なお，週１回の配送システムのため，返却日の

タイムラグが生じる事もありますが，「相互貸借」

システムを大いにご活用ください。

貸 出 期 間貸 出 冊 数

１ か 月 以 内５ 冊 以 内

４月／新入生のための図書館オリエンテーション　

６月〜７月頃／情報検索ガイダンス

　　　　　　（大学院生，学部生，教員対象）

１０月頃／データベース講習会

　　　　　　（大学院生，学部生，教員対象）
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　国民の健康レベルは経済状態と密接に関係していま

す。現在，世界で最高レベルの医療を提供できる国は

米国ですが，世紀的な不況により医療制度が今後どの

ように変貌するのか興味がもたれます。現在の米国の

医療制度について考えてみたいと思います。

　米国の医師養成の仕組みですが，４年制大学で理系

の科目を履修した学生が医科大学入学試験（medical 

college admission test, MCAT）とよばれる試験を経て，

４年制の医学専門職大学院に進みます。卒業後，マッ

チングによりインターン（１年間）とレジデンシー（３-

６年間）の研修の後，しかるべき病院でフェローシッ

プ研修（３-１０年間）を受けて，専門医を目指します。

　医療スタッフの数は，米国では大学病院クラスの病

院では１,０００床あたり６,０００人程度といわれており，

この他に８００人ほどの医療ボランティアがいるそうで

す。ボランティア活動は，MCAT を受験するのに重要

視されるので，医学部進学を考えている学生も多く参

加します。医師には２種類あり，正規の医師のほかに

PA-C（physician attendant certificate）という職種があり

ます。PA-C は平時には勤務医をしていますが，医師と

看護師の中間的な役割を担うこともあります。州に

よっては開業もできるようです。戦争になると従軍医

師として戦地に赴きます。看護師にも２種（正・准）

の職種があり，パラメディカルには薬剤師，ソーシャ

ルワーカー，搬送係などがあり，非常に充実していま

す。例えば，搬送係においては，文書類の搬送，リネ

ン類の搬送，注射液の搬送，内服薬の搬送などに分か

れていて，質問をするとそれぞれの職分について，滔

滔と説明してくれます。日本の大学病院では，１,０００

床あたりの医療スタッフは約１,５００人であり，彼我の

差は歴然としています。このような豊富な職種に対す

る費用は，日本の４-５倍といわれる診療報酬と企業か

らの寄付によってまかなわれています。

　開業医は日本と同じですが，医師が自分の診療所と

大学病院などの医師を兼ねることができる点が違いま

す。日本でも最近，病診（病院と診療所）連携システ

ムが取り入れられていますが，診療は病院医師が中心

となって行なわれます。また，放射線科の開業医は，

日本ではめったにいませんが，画像診断などで開業医

向けの検査を提供しています。

　健康保険の制度では，国民一般は主に民間の営利・

非営利保険者の医療保障プランに加入します。勤務先

の会社が雇用者の保険の一部を負担する民間被用者保

険と，自営業や自由業，雇用先が保険に加入していな

い雇用者などが個人で加入する民間保険があります。

主な民間医療保障プランは出来高払型と管理医療型に

分けることができます。出来高払型は日本の制度に似

ています。公務員は国と本人が５０％ずつ保険金を負担

します。昨年，米国の人口は３億人を越えましたが，

４,５００万人には健康保険がありません。高齢者，障害

者あるいは低所得者に対しては，社会保障プランが公

的保険の役割を果たしていて，自己負担のない「メディ

ケア」とか「メディケイド」といわれるものです。病

院を受診して，病名と治療方針および治療費が明らか

になったときには，自分が契約している保険会社に連

絡して，支払いと負担割合の確認をしておくほうがい

いようです。

　健康保険に加入していなくても最先端の治療が受け

られる制度があります。治験といわれるもので，毒性や

効果が明らかな新規の薬剤を FDA（食品医薬品局）に

申請する最終段階で，症例数を増やすために行なうも

のです。参加協力費として，＄５００〜２,０００が患者に支

払われます。病院の収入としても大きいものです。

　ジョンズホプキンス大学病院では，院内往診とでも

呼ぶべき制度があり，外来患者に対して必要な診療科

の医師が尋ねてくるという，日本にはない診療形態が

あります。また，病院の最上階にはスイートルームの

ような入院室があり，アラブの王族などの世界の富裕

層に医療を提供しています。開業医は丁寧に説明して

くれ，問題があったらいつでも連絡してよいと言って

くれます。訴訟社会ならではの光景と思われました。

ただし，２０年前に聞いた話ですが，フロリダ州では産

科の医師の年収と訴訟に対する保険料がほとんど同額

になってしまい，開業医がいなくなったということで

した。最近，医療のあり方に対して，医療保険会社の意

向が色濃く反映されるようになっているといわれます

が，ここにも市場原理が持ち込まれているのでしょう。

　日本と米国の医療制度を比較すると，少ない負担で

誰でも標準的な治療が受けられるのが日本の制度であ

り，健康保険も治療のレベルも負担次第というのが米

国の制度といえそうです。

（芸術・健康系教育部）

米 国 の 医 療 事 情
◆　心身健康研究教育センター　所長　廣　瀬　政　雄



１８

表　　　　　彰　　　　　事　　　　　由所　　属（　学　年　）氏名（団体名）

第２４回全国教育系大学弓道選手権大会　個人戦　優勝中学校・社会　１年阿部　友彦

前　

期

外国人による徳島県日本語弁論大会　最優秀賞言語系（国語）・M１張　　　 

第１３回全日本高校・大学生書道展　大賞　ほか言語系（国語）・M２長安　宏樹

「若ものを考えるつどい２００８」作文公募
日本勤労青少年団体協議会会長賞

自然系（理科）・M２寺島　幸生

第８２回国展　絵画部奨励賞芸術系（美術）・M２久保　菜月

アクリル大賞展２００８　U３５賞，第４３回関西国展新人賞芸術系（美術）・M２五島　綾子

２００８　PC カンファレンス　優秀論文賞
生活・健康系

（技術・工業・情報）・M１

野村林太郎

永野　　直

第５９回四国地区大学総合体育大会　バドミントン女子ダブルス第２位
生活・健康系（保健体育）・M１植田　彩貴

小学校・英語　３年島田　祥子

第５９回四国地区大学総合体育大会　女子団体戦第３位剣　　道　　部　（女子）

第 55 回徳島県音楽コンクール（木管楽器部門　大学・一般の部）　
最優秀賞

中学校（音楽）・２年島田　晃良

後　

期

第55回徳島県音楽コンクール（声楽部門　大学・一般の部）　優秀賞中学校（音楽）・４年山田　亜耶

第５回真太陽国際書道展　書道（大学生）の部　真太陽準大賞
第 55 回日本学書展（高等学校・大学学生の部）　準特選
第 44 回兵庫県書道展　兵庫県知事賞　ほか

言語系（国語）・Ｍ２長安　宏樹

平成２０年度とくしまボランティア賞創　作　ダ　ン　ス　部

　本学には，課外活動等において，優秀な成績を修め，かつ本学の名誉を高めた

場合において当該学生又は学生団体を学長が表彰する学生表彰制度があります。

　平成２０年度における表彰が決定した方々は，次の皆さんです。



１９

　北京オリンピックが終わり，３か月が経った１１

月に，北京師範大学で開催された「第３回中日教

師教育学術研究集会」に参加する機会を得ました。

今回は，私たちのささやかな研究実践を発表する

ための訪問でしたが，それよりも中国で活躍して

いる教育研究者からの発表を聞いてみたいという

思いもありました。

　「北京師範大学」は，学生数が２万人を超える総

合大学であり，政府が定めた重点大学です。中国

ではもっとも歴史のある教育系大学なのですが，

現在は様々な学部を擁する総合大学であり，日本

でいえば，筑波大学のような感じです。ただ，「師

範」という名前は，「教員養成」を意味しています

が，これまでの長い歴史と知名度から，改称する

考えはなかったそうです。

　さて，ある中国の女性研究者から，中国でも課

題となっている「教員の資質」についての報告が

ありました。これは中国の中学校教師を対象とし

て，国内の１２地点で調査したもので，それを様々

な視点で分析していました。それによると，教員

の資質は，当然ながら経験年数が上がれば上がる

ほど向上していくのですが，経験年数が１５年あ

たりを超えた時点で，低下する教員グループと，

さらに向上する教員グループに分かれたのです。

これを詳細に分析すると，学歴や性別，地域性に

は関係なく，学校内でその教員が置かれていた環

境や役割が大きく関連していたのです。特に，中

学校３年生を多く担任した先生，あるいは主任な

どの管理的役割を多く担当した先生の方が，ベテ

ランになっても資質低下をきたしていなかったの

です。つまり，受験などといった子どもの進路に

責任をもって指導してきた経験や，広い視野に

たって，授業以外の役割をこなしてきた経験が，

教員の資質を向上させていたわけです。まさに日

本と同じです。この経験と広い視野という発想は，

教職大学院にも通じるようにも感じられました。

　中国では，２００１年頃から中央政府主導で教育

改革が行われ，生徒の主体的な学習の促進，理数

系の重視，暗記から探究への転換を図っています。

これも日本と同じ流れです。ただ，国も広く，地

域によって違う教育を行っていたという経緯から，

まだ教育改革は緒についたという感じですが，明

らかに日本の教育の動きを注視しており，良いも

のはどんどん取り入れ，いけないものは見習わな

いようにしているように感じられました。政治制

度が異なる中国ですが，日本の教育と同じ悩みや

課題をもっていることに少々驚きを覚えつつ，お

互いの研究交流の必要性を一層感じました。

　収穫が多かった訪中でした。再会を誓い，北京

の地を後にしました。

（基礎・臨床系教育部）

◆　臨床心理士養成コース　准教授　　　　　阪　根　健　二
◆　学長補佐・同研究集会準備委員会委員長　山　下　一　夫

中日教師教育学術研究集会（集合写真）

第３回中日教師教育学術研究集会に参加して
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　２００８年７月１３日に台湾の台北市で開催された

日本留学フェアに参加しました。日本留学フェア

とは，日本への留学の促進を図ることを目的とし

て，日本学生支援機構が世界各地で開催している

ものです。本学もこれまで中国や韓国で開催され

た留学フェアに参加してきましたが，今回は初め

て台湾での留学フェアに参加することになりまし

た。

　今回の留学フェアには５０の国公私立大学と

１０８の専門学校（日本語学校）が参加し，日本へ

の留学を希望する台湾の学生達にそれぞれのブー

スで説明を行いました。台湾の学生達にとっては，

日本語学校で日本語を学習してから大学・大学院

に入学するというのが留学の一般的な形として認

識されているらしく，最初の１５分ほどはブースを

訪れる人も無く，どうなることかと思いましたが，

その後は夕方まで絶えず応対に追われていました。

また，途中，本学大学院の修了生である黄涵梅さ

んがブースを訪れてくれました。黄さんも，途中

からは私達そっちのけで，中国語で熱心に鳴門の

良さを語ってくれていました。仕事を奪われた気

にもなりましたが，嬉しい光景でした。主催者の

発表によると，この日一日だけで４,６４０名という

今年度各地で行われた留学フェアの中で最多の参

加者があり，大盛況のうちに会を終えることがで

きました。

　以上が台湾で行われた日本留学フェアの概要で

す。今回のフェアに参加してみて，台湾人学生の

日本への留学に対する熱い思いが伝わってきまし

た。今後，留学生の数は増加することが予想され

ますが，日本への留学に対する思いに応え，留学

を実り多いものにするためにも，教育面・生活面

での受け入れ体制作りが急務であることを改めて

考えさせられました。また，留学生は「学生」で

あると同時に地域での「生活者」であることを考

えると，このような体制作りは大学に限らず，社

会全体として整えられていくべきものだとも言え

ます。今回のフェアに参加してくれた学生達が日

本（できれば鳴門）への留学を実現し，実り多き

成果を挙げ，日本と台湾の友好関係を支える礎と

なってくれることを願ってやみません。

　最後になりましたが，前出の黄涵梅さんには滞

在中，色々とお世話していただきました。おかげ

で楽しく実り多い時間を過ごすことが出来ました。

記してお礼申し上げます。

（人文・社会系教育部）

◆　言語系コース（国語）　准教授　永　田　良　太

ブースでの説明の様子

日本留学フェア（台湾）に参加して
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　皆さんご存じのように，去年の５月に中国で，

四川省大地震が起こりました。その時に，中国に

入って初めて救援活動を行ったのは，日本の救援

隊でした。彼らは豊富な地震救援経

験を持ち，世界で最も進んだ生命探

知機を持つ精鋭たちです。他国に先

駆けて中国に着いた後，余震や感染

症の恐れがある中，休む間もなく救

援活動を始めました。

　日本にいる私も，日本人の優しさ

を実感しました。地震が発生したあ

と，私たち中国人の留学生は鳴門教

育大学で募金活動を行い，たくさん

の人が募金してくれました。本当に

感動し，皆さんへの感謝の気持ちで

いっぱいです。その体験を元に原稿を書いて，７

月に徳島県国際交流協会が主催した外国人日本語

弁論大会に参加しました。そこで最優秀賞を取れ

たのは，絶対に自分の努力だけでは

ありません。みんなから感動をも

らって初めて，そのような発表がで

きたと思います。

　私は今鳴門教育大学で，日本語教

育を勉強しています。将来は国に

帰って，中国の学生に日本語を教え

るだけではなく，日本の文化，歴史，

日本人の心を伝えていきたいと思い

ます。その中で，日中友好に少しで

も貢献できれば嬉しいと思います。

〈教科・領域教育専攻（言語系（国語））〉

◆　学校教育研究科　 張 　　　　　 
チャン

友好の木

　１２月１２〜１３日に，鳴門教育

大学の留学生達は奈良と大阪へ

一泊二日の見学旅行に行った。国

際交流チームの林先生と国語

コースの小野先生も一緒に行っ

てもらった。勉強になり，非常に

楽しい二日間だった。

　初日は，お天気に恵まれ，まず

大阪市環境局舞洲工場に到着し

た。世界各国から来た留学生達は

このゴミ焼却工場に大変驚いた。

外から見ると，まるで童話の世界にあるお城みた

いだ。こんなに綺麗な工場で，毎日環境に優しく

ゴミを処理していることに感心した。午後，素晴

らしい歴史を持つ奈良についた。すごく美味しい

和食を食べて，奈良公園と奈良国立博物館を参観

した。奈良の可愛い鹿や，立派な大仏などの名物

をテレビではなく，自分の目で見て，奈良の歴史

を深く感じた。

　二日目，唐招提寺と国営飛鳥公

園館と石舞台を見学して，大阪天

保山ハーバービレッジ・海遊館に

向かった。巨大なジンベエザメや

可愛らしいペンギンをはじめ，さ

まざまな海にいる動物を見るこ

とができた。大変勉強になった。

帰る前に，素晴らしいイルミネー

ションを楽しんで，鳴門に帰った。

　二日間の見学旅行を通して，留

学生達は勉強になると同時に，自分と違う文化を

持つ人と交流して，お互いの理解を深めた。大変

良い見学旅行だった。国際交流チームの先生方に

心から感謝したいと思う。ありがとうございまし

た。

〈教科・領域教育専攻（言語系（国語））〉

◆　学校教育研究科　 姜 　　　　　 楊 
ジャン ヤン

楽しい旅 ─ 奈良，大阪へ見学旅行

見学旅行（唐招提寺）

シュェン

������������������������������������������������
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　４階の窓から見るいつもの景色，前の大きな

木々と線路，その奥のスポーツ施設の競技場。私

の大好きな景色である。リューネブルクでの生活

も残すところ１か月と帰国が迫っている。時が経

つのは早いもので，はじめてこの部屋に来た時は

前の木々が紅葉していてとてもきれいだったこと

を覚えている。

　私は９月から半年間，鳴門教育大学の協定校で

あるロイファーナ・リューネブルク大学に留学を

している。ドイツの冬は夜が長い。朝８時ぐらい

にやっと明るくなり，４時過ぎには暗くなる。し

かし，大学の授業は朝が早く，１限目は８時１５分

から始まる。起きた時は真っ暗で，昼の２，３時に

なると太陽は傾き，授業中に日が沈み，帰りもま

た真っ暗。ドイツの冬は曇りの日が続くことが多

い。これは冬のドイツの典型的な天気である。今

年の冬は本当に寒かった。例年になく雪もたくさ

ん降ったようだ。寒さは苦手であるが，しかし，

ドイツらしい厳しい寒さとどんよりとした曇りの

天気も案外悪くはない。

　また，大学の時間割に昼食の時間が組み込まれ

ておらず，授業の入っていない時間に昼食を取る

という仕組みである。それぞれがあいている時間

に昼休憩をとる。自由で，個人を尊重するドイツら

しい発想である。こんなところも私は好きである。

　私は９月から３週間の語学コースに通った。こ

れは１０月からの授業に備えての語学の勉強であ

る。ドイツ語で聴く初めてのドイツ語の授業，本

当に緊張だった。もちろん授業中は先生もドイツ

語でしか話さない。生徒もドイツ語以外の会話は

禁止である。しかし，ドイツに来てドイツ語を思

う存分学べる喜びで一杯であったように思う。外

国語全般に言えることであるが，日本人は文法が

できても会話が苦手だと言われている。まさに私

もそうであった。９月の時はほとんどまともに会

話をすることができなかった。このときは，半年

後に本当に私のドイツ語は成長しているだろうか

と常に不安がつきまとった。３か月が経ち４か月が

経ち，今は会話も少しはまともになってきたよう

に思う。頑張った分できた時の喜びも人一倍大き

かった。短い期間であったがドイツのこの土地で

学んだ事はとても多かった。これらの体験は，こ

れからの私の生活をより一層豊かにしてくれるこ

とだろう。この留学の機会を与えて下さった大学

の関係者の方々，私の勉強を支えて下さった先生

方や同じ留学生の友人に本当に感謝している。

〈人間教育専攻（人間形成）〉

◆　学校教育研究科　梅　原　麻衣子

ドイツ語のクラスメートと先生

In dieser Ecke Deutschlands　（ドイツのこの片隅で）
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　２００８年３月に，鳴門教育大学大学院を修了した

私は，故郷の鄭州に戻りました。帰ったばかりの

時は，無事に修了できた喜びとともに，少し寂し

い気持ちにもなっていました。

　大学院在学中に，河南農業大学への就職が決

まっていた私は，同年４月から教師としての生活

が始まりました。ただし，中国では学期はじめが

９月からということもあり，８月までは，他の先

生の講義を拝聴したりしながら，教壇に立つ準備

をしていました。また，仕事以外には，毎週２，３

回卓球をし，数年ぶりに家族との旅行も楽しみま

した。故郷での家族との生活は，留学中一緒に過

ごせなかった時間を取り戻すようで，とても楽し

かったですが，反面，日本での留学生活，特に山

崎先生の研究室にいた生活を懐かしむ時間でもあ

りました。

　そして，９月に入ると私の生活は一変しました。

毎週８クラス，３５０名の学生を対象に講義を行う

ことが主な仕事です。講義内容は，第二外国語と

して設定されている日本語と英語について，主に

英語専門の学部生には日本語を，日本語専門の学

部生には英語をそれぞれ教えています。毎晩講義

の準備を行い，翌日には講義を行う，そのような

生活が現在も続いています。学生と一緒に私自身

も学習しているといってもいいかもしれません。

　また，大学での仕事は，講義以外に研究も重要

です。帰国後の６月から２ヶ月間，一つの研究プ

ロジェクトに参加し，国内での発表も行いました。

参加の際には，山崎先生の研究室で勉強した心理

学や統計学などの研究知識を生かすことができま

した。これからも，先生の研究室で培った知識と

真面目な研究態度を生かし，更に教育・研究活動

に努力したいと思っています。

　そして，今は鳴門教育大学で勉強した日々や，

諸先生そして友人たちを懐かしく思っています。

チャンスがあれば，再び日本へ行くことができれ

ば嬉しいと思います。

　最後に，山崎勝之先生，研究室のメンバー，鳴

門教育大学の先生方，そして留学中に助けてくだ

さったみなさまに心から感謝しています。“いろい

ろお世話になりました。本当にありがとうござい

ました。”

〈平成２０年３月修了　人間形成〉

鳴門教育大学大学院を修了して

◆　学校教育研究科修了生　宋　　　暁　川
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平成 21年 2月 1日現在

平成２０年度　外国人留学生現員表

　　　計　　　科目等履修生特別聴講学生　研　究　生　　教員研修　　学　　部　　修　　士　　　　　　　種別　

　国名 計女男計女男計女男計女男計女男計女男計女男

44003300011
タ イ

ア　
　

ジ　
　

ア

1100000011

431022011011
韓 国

21100011011

19154031266001082
中 国

000000000

42200220022
ラ オ ス

000000000

1010000011
ケ ニ ア

アフ

リカ 000000000

1100110000ア メ リ カ

合 衆 国
北
米 000000000

2200002200
メ キ シ コ

中　
　
　

南　
　
　

米

2200002200

1010001100
ペ ル ー

1010001100

1100000011
ホンジュラス

000000000

1100000011
ジャマイカ

000000000

3829900097288043100017116
計

642000000000431000211

兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科（博士課程）：鳴門教育大学配属

計研 究 生博　 士　　　　　種別　

　国名 計女男計女男計女男

101011
インドネシア

ア
ジ
ア

101011

101110
中国

00000

202101101
計

101000101

備考：下段は，国費留学生で内数
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◆　学生会会長　阿　部　辰　平

　みなさんこんにちは。学生会です。もしこの学

園だよりを見ている人の中で，学校行事の運営，

小学生と一緒にキャンプでバーベキュー，学校理

事の方々とお食事会，なんかよくわからんがタダ

飯の食えるイベントに興味がある人は，学生会に

来てください。歓迎させていただきます。新戦力

的な意味で。歓迎パーティーのようなものは，い

つでもどこでも何度でもやっちゃるので，気軽に

来てゆっくりしていってね！……とまあ，宣伝な

んぞさせていただいたところで，本題であります。

例えば，入学式後の部活動・サークル紹介だった

り。例えば，小学校のサマーキャンプのお手伝い

というか遊びに行くだけだったり。例えば，冬休

み前にサンタのコスプレでマッチ売りの少女よろ

しくココアを配ったり。学生会というものはいろ

いろな学校行事の裏方をやっているわけですが，

まあなんといいますか，もっと人手が欲しいなあ

と。

　一つひとつの仕事はそこまで大変でもないっ

ちゃないのですが，それを現在の人数で回すとな

るとムズカシイ。「人手が欲しいか。ならばくれて

やる！」というぐらいの新人に入ってきて欲しい

ものです。毎週月曜日五限，クラブハウス一階に

て活動中の学生会。来て見てみてね！

　なんだか前置きも本題も宣伝になってしまいま

したが，このあたりで失礼させていただきます。

　ダメ押しをば少しばかり。自分的には小学校の

キャンプお手伝いが激・オススメですよ。多少の

体力こそ必要ですが，子どもたちの相手は楽しい

ですよ。キャンプのボランティアスタッフも募集

していますので，キャンプだけでも来てみては？

以上，学生会会長・阿部でした。

〈中学校・国語　２年〉

歓迎！学生会

　これまでの大学院での約１年を振り返り，本当

にたくさんの人にお世話になったなと改めて思っ

ています。自分でも気づいていないところで支え

られることもたくさんあったのだろうとも思って

います。

　特に，力量もないのに院生会会長を引き受けた

ため，院生会理事会の皆さんをはじめ，たくさん

の皆さんに様々なことをお頼みすることとなりま

した。時には，丸投げするような形でお願いをし

てしまうことも多々ありました。それでも，多く

の皆さんがかかわってくれたこと，役員の方，係

の皆さんがしっかりと企画・運営してくださった

ことで，ソフトバレーボール大会や国際交流親睦

パーティー，ソフトボール大会といったイベント

が，それぞれとても盛大にスムーズに実行されま

した。こうしたイベントは，人とのつながりを感

じることができる本当に貴重な機会になったので

はないかと思っています。この場をお借りし，今

年度の院生会の活動にご協力してくださった全て

の方々に心から感謝申し上げます。本当にありが

とうございました。

〈人間教育専攻 現代教育課題総合コース １年〉

人とのつながりを感じる機会　〜院生会での１年を振り返って〜

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

◆　院生会会長　本　多 謙一郎
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備　　　考行　事　等（特に記載のない場合は，学部・大学院共通）

春期休業４月　１２日㈰〜４月　１日㈬

入学式４月　８日㈬

新入生オリエンテーション４月　９日㈭〜４月　８日㈬

４月２６日㈰「履修登録」締切

※変更期間　４/２７㈪〜５/１㈮

新入生合宿研修（学部）４月　１０日㈮〜４月　９日㈭

授業開始４月　１３日㈪

附属校園観察実習（学部３年）（附幼・小・中）６月　１６日㈫及び　６月　１７日㈬

前期試験期間（学部）８月　７日㈮〜８月　３日㈪

夏期休業（大学院）９月　１３日㈰〜８月　１日㈯

夏期休業（学部）９月　３０日㈬〜８月　８日㈯

集中講義（学部）８月　３１日㈪〜８月　２４日㈪

保育所実習Ⅰ（学部２年）（鳴門市内保育所等）９月　１１日㈮〜９月　１日㈫

保育所実習Ⅱ（学部４年）（鳴門市内保育所等）９月　１１日㈮〜９月　１日㈫

主免教育実習（学部３年）（附幼・小・中）９月　３０日㈬〜９月　１日㈫

主免教育実習（長期履修生）（松茂町・北島町・藍住町内小中）９月　３０日㈬〜９月　２日㈬

教員インターンシップ（学部４年）（附幼）９月　１４日㈪〜９月　１日㈫

教員インターンシップ（学部４年）（鳴門市内小中学校）９月　１８日㈮〜９月　７日㈪

ふれあい実習（観察実習）（学内）（学部）９月　４日㈮

ふれあい実習（交流実習）（附特別支援（１日））（学部）９月　１０日㈭〜９月　７日㈪

※５月７日㈭は月曜の授業，

　５月８日㈮は水曜の授業を実施する。

ふれあい実習（観察実習）（附幼・小・中）（学部）９月　１４日㈪

ふれあい実習（交流実習）（鳴門市内幼稚園）（学部）９月　１５日㈫

※授業が休講の場合は，授業回数を確保

　するため適宜補講を実施する。

集中講義（大学院）９月　３０日㈬〜９月　１４日㈪

２年次生合宿研修（学部）９月　２５日㈮〜９月　２４日㈭

◇ 平成２１年度四国インカレ（徳島）・・・７月３日㈮〜５日㈰　　◇ 平成２１年度大学祭・・・１１月６日㈮〜８日㈰

　学園だより第５９号をお届けします。ご卒業，修了される皆さま，退職される先生方，おめでとうございます。 
　昨秋以来，世界を襲っている百年に一度といわれる経済危機，私達は何年後に乗り切っているのだろうか。人間は困難にぶ
つかって，ようやく真剣に知恵を働かせるように思う。その時には他人と繋がり，他人に助けを求め，また誰かに手をさしの
べて知恵を出し合いたい。本号においていかに多くの感謝の言葉が述べられていることか。ありがとうと言えること，ありが
とうと言ってもらえること，そのどちらもが尊いと思う。お忙しい中原稿を寄せて下さいました先生方，学生の皆さんに感謝
申し上げます。ありがとうございました。（Ｋ．Ｋ）

　編　集　後　記

編　集：鳴門教育大学学生支援委員会　　　発　行：鳴門教育大学教務部学生課

発行地：鳴門市鳴門町高島字中島７４８番地

☎０８８（６８７）６１１８　　　http://www.naruto-u.ac.jp/
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裏表紙は，第２５回鳴潮祭マスコットキャラクター「めでタイ」です。




